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富山県立技術短期大学応用数学科
富山県立技術短期大学は昭和37年 1 月に，地方自治の

尊重，産学共同体制の確立，農工一体化の推進を建学の

本旨として，富山県によって設置されたものです.

この年に機械科，農業機械科，応用数学科および一般

教育が設置され，その後昭和38年に衛生工学科，草農業

科(昭和55年農学科に名称変更)， 昭和例年に機械専攻

科，昭和45年に応用数学専攻科と農林土木科が，それぞ

れ設置されました.これらの設置学科においては，既成

概念にとらわれず，社会的需要度の高いものを選定し，

技術大学としての特長を最高度に生かして，産業界第一

線の中堅技術者として活躍し得る人材を養成するよう，

教育内容，方法の現実性，実践性の確立に留意し，もっ

て地域産業の発展に寄与することを目的としています.

本学において， OR学会に所属している会員は新保外

志教授，野田龍夫教授および筆者(助教授)の 3 名(正

会員)で，いずれも応用数学科に所属しています.

以下，応用数学科の本科について紹介します.専門教

育科目として，基礎数学，代数学および幾何学 1 ， 11 , 

m，解析学 1 ， 11 , m，数理統計学 1 ， 11 ，数値計算法

1 , 11 ，数理計画法，オベレーションズリサーチ，計量

豊橋技術科学大学

経営学 1 ， 11 ，プログラミング理論 1 ， 11 ，電子計算機

概論，簿記会計，数学演習，特別演習，基礎工学実験，

計算機実習1， 11があります.これらの専門教育科目に

対し，新保外志教授は数理統計学 1 ， 11 ，野田龍夫教授

は基礎数学，代数学および幾何学 11 ，数理計画法，筆者

はオベレーションズリサ一千，プログラミング理論 I を，

それぞれ担当しています.また計算機実習1， 11 と特別

演習は，それぞれ本学科の全教員で担当しています.

本科の学生(定員は40名/学年)に卒業研究はありま

せんが，これらの教育科目のなかで特別演習において，

学生が少人数のグループに分れて特定のテーマを選び，

それぞれの教員について主体的に学習しています.教育

方針とその特色としては，時代の要求に応え，数理に明

るい教養豊かな情報技術者を養成することを目的とし

て，数学の基礎科目と応用科目およびコンピュータ関係

の科目の履修とコンピュータの実習を重んじています.

この教育方針の下で，教員の l 人 l 人がそれぞれの専門

分野における研究と教育に全力をあげています.

(丸山義博)

本学は，昭和51年に創設され， 53年に第 l 回の入学者 エネルギー，材料システムおよびシステム情報工学，定

を受け入れました.主として高等専門学校卒業者(定員 員各 6 名)で構成され，研究組織は第 1 から第 6 までの

240 名)を第 3 年次に入学させ，学部と大学院(修士課 工学系と第 7 学系(人文・社会工学系)とからなります.

程)とを一貫した体系のもとに技術科学についての教育 各学系は 3 講座(第 7 学系は 2 講座)からなりつの

研究を行なうことを目的としていることが本学の特色で 講座は教授，助教授各 3 名，助手もしくは教務員 3 名の

す.また， 90名ほどの高等学校(普通科，工業科)卒業 大講座制をとっております.教官はL 、ずれかの学系に所

生を第 1 年次に入学させております.入学者選考にはそ 属して教育研究活動を行ないますが，学系聞の仕切りは

れぞれ推薦入学制度を大幅に採用していることも本学の それほど強固なものではなく，学系を越えて学問の交流

特色の 1 つです. を行ない，所属する学系にこだわらず教育に携わってお

本学の教育組織と研究組織とは，明瞭に分離されてい ります.とくに，博士課程の教育研究は，所属学系を異

て，教育組織は学部 6 課程(エネルギー，生産システムこするが専門が同じ方向の教官でなされています.

電気・電子，情報，物質および建設工学)，修士 6 専攻 一般教育のあり方については，どの大学においても絶

(名称は課程と同じ，定員各50名)，博士後期課程(総合 えず論議され改善が試みられております.本学は，前記
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